
 住宅火災発生状況

   平成２６年中に市内で発生した建物火災２１３件のうち、１２４件（５８％）が住宅火災で、
前年より１９件増加しています。また、住宅火災による死者数も増加しています。

 

 

   出火原因は、こんろ、たばこ、ストーブ、放火（疑い含

む）の順で多く、これらは過去５年間上位を占めています。   

   出火箇所は、居室等、台所・キッチン等が多く、

合わせて全出火箇所の７１％を占めています。  

高齢者の死者が多い傾向に 

住宅火災を防止する！ 
住宅火災から「いのち」を守るために 
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平成26年中 

 平成２６年の住宅火災に

よる死者数のうち 

「７５％が高齢者」 
です。 

 今後さらなる高齢化の進

展により、住宅火災におけ

る高齢者の死者数の増加が

懸念されます。 

住宅火災の原因と出火箇所は？ 
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☆いのちを守る７つのポイント☆

【３つの習慣】 
           

            

放火されない環境づくりに取り組みましょう 

 

検索 仙台市火災予防くらしのガイド 

住宅火災を防止する！ 
住宅火災から「いのち」を守るために 

【４つの対策】 
 

寝たばこは、絶対 

やめましょう。 
ストーブは、燃えやす

いものから離れた位置

で使用しましょう。 

ガスこんろなどのそば

を離れるときは、必ず

火を消しましょう。 

逃げ遅れを防ぐ

ために、住宅用

火災警報器を設

置しましょう。 

寝具、衣類及び

カーテンからの

火災を防ぐため

に、防炎品を使

用しましょう。 

 

火災を小さいう

ちに消すために

住宅用消火器を

設置しましょう。 

 

お年寄りや身体の

不自由な人を守る

ために、隣近所の

協力体制をつくり

ましょう。 

 

ご自宅の確認を！ 

住宅用火災警報器正しく設置してますか？ 
  
 昨年死者が発生した住宅火災のほとんどが、住

宅用火災警報器を設置していない住宅でした。 

 住宅用火災警報器は、音や音声で早期に火災を

知らせるものです。 

 ｢いのち｣を守るために正しく設置しましょう。 

 設置箇所は？ 

基本的には「寝室」・「台所」・「階段(２階 

  以上に寝室がある場合）」等です。     

◆ 正常に作動しますか？ 

  １ヶ月に１度は、住宅用火災警報器が鳴動す 

  るかテストしましょう。 

  設置後10年を目安に交換をおすすめします。 

 

 

        

 電気器具等の取り扱いは大丈夫？ 
  
 配線や電気器具が原因の火災で死者が発生

しています。日頃から次のことを心がけま

しょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ：消防局予防部予防課　℡234-1111

http://www.fcaj.gr.jp/info/illust/illust/jpg03/ika082b.jpg
http://www.fcaj.gr.jp/info/illust/illust/jpg02/124.jpg
http://www.fcaj.gr.jp/info/illust/illust/jpg01/220_210.jpg

